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感
染
症
対
策
し
た
講
習
会
の
よ
う
す

　
２
０
２
３
（
令
和
５
）

年
度
の
国
土
交
通
大
臣
資

格
で
あ
る
電
気
工
事
と
建

築
の
施
工
管
理
技
士
資
格

試
験
の
願
書
申
請
が
１
月

日
か
ら
開
始
さ
れ
る
。

建
設
管
理
セ
ン
タ
ー
九
州

事
業
部
で
は
、
資
格
取
得

に
向
け
た
〝
合
格
対
策
講
座
〞
を

長
崎
会
場
を
は
じ
め
、
九
州
各
会

場
で
開
催
す
る
。

　
長
崎
会
場
は
、２
月

日
綾
（
午

前
９
時

分
〜
午
後
４
時

分
）

か
ら
長
崎
県
建
設
総
合
会
館
（
長

崎
市
魚
の
町
）
で
開
講
す
る
。
合

格
責
任
指
導
体
制
の
た
め
定
員
は

人
。
す
で
に
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
る
が
、
各
講
座
と
も
定

員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
と
な

る
た
め
、
早
め
の
申
し
込
み
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

　
開
催
講
座
・
受
講
料
（
税
込
）

は
、
「
建
築
」「
電
気
工
事
」
の
ほ

か
、
「
土
木
」「
電
気
通
信
工
事
」

「
管
工
事
」
「
造
園
」
の
各
施
工

管
理
技
士
で
、
一
級
が

万
５
０

０
０
円
（
第
１
次
検
定
）
、
二
級

が

万
４
０
０
０
円
（
第
１
次
・

第
２
次
検
定
）
。
「
二
級
建
設
機

械
施
工
管
理
技
士
」
は
全
６
回
開

催
で
９
万
９
０
０
０
円
。
公
的
助

成
金
の
対
象
講
座
と
な
っ
て
い

る
。

　
国
土
交
通
省
は
、
技
術
検
定
制

度
の
見
直
し
に
伴
い
、
２
０
２
１

年
度
か
ら
学
科
試
験
を「
第
１
次
」

検
定
、
実
地
試
験
を
「
第
２
次
」

検
定
と
し
、
第
１
次
検
定
の
合
格

者
に
技
士
補
の
資
格
を
与
え
る
。

ま
た
、
経
営
事
項
審
査
の
審
査
基

準
も
改
正
、
技
術
力
（
Ｚ
）
の
技

術
職
員
数
の
評
価
項
目
で
１
級
技

士
補
を
加
点
対
象
と
す
る
こ
と
と

し
た
。

　
技
術
者
の
高
齢
化
に
よ
る
減
少

や
担
い
手
不
足
解
消
に
向
け
国
交

省
は
、
こ
れ
ま
で
に
受
験
資
格
要

件
の
緩
和
や
学
科
試
験
の
回
数
を

増
や
し
、
受
験
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大

を
図
っ
て
き
た
。
２
０
２
１
年
度

か
ら
は
第
１
次
検
定
に
合
格
す
れ

ば
、
技
士
補
の
有
資
格
者
が
第
２

次
検
定
を
受
験
す
る
場
合
、
第
１
次

検
定
は
〝
無
期
限
〞
で
免
除
さ
れ
、

現
場
に
従
事
す
る
技
術
者
が
、
免
除

期
間
に
捉
わ
れ
ず
検
定
試
験
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
同
セ
ン
タ

ー
で
は
、

年
以
上
の
実
績
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
フ
ル
に
活
用
し
、
毎
年
１
万

人
以
上
の
合
格
者
を
送
り
出
し
て
い

る
。
特
に
「
第
一
線
で
働
き
、
時
間

的
に
余
裕
が
な
い
受
講
生
を
対
象

に
、合
格
を
よ
り
確
実
に
す
る
た
め
、

専
任
講
師
が
直
接
指
導
し
、
第
２
次

検
定
（
施
工
経
験
記
述
）
対
策
は
、

講
義
と
個
別
添
削
指
導
に
よ
り
、
近

年
の
応
用
力
を
試
さ
れ
る
試
験
傾
向

に
も
対
応
し
て
い
る
」
と
話
す
。

　
そ
の
ほ
か
九
州
・
山
口
の
各
会
場

に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
の
こ
と
。

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
は
、

建
設
管
理
セ
ン
タ
ー
九
州
事
業
部

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
１

４
・
５
３
５
３
。
ま
た
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジh

ttp
s
:/
/
w
w
w
.e
c
c
-jp
.

co
m

）
ま
で
。
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国
道

号
森
山
拡
幅
橋

梁
工
事
現
場
を
舞
台
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
土
木

の
魅
力
を
発
信
す
る
『
長

崎
い
さ
は
や
Ｄ
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｃ

ウ
ィ
ー
ク
!!
』
が
１
月

日
（
土
）
か
ら
２
月

日

（
日
）
に
か
け
て
行
わ
れ

る
。
初
弾
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
１
月

日
（
月
）

に
、
諫
早
農
業
高
校
生
を

対
象
に
し
た
講
演
会
・
現

場
見
学
会
を
実
施
。
期
間

中
は
、
土
木
の
魅
力
を
ラ

ッ
ピ
ン
グ
と
中
吊
り
広
告

で
発
信
す
る
島
原
鉄
道
の

車
両
も
運
行
さ
れ
る
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
㈱

横
河
Ｎ
Ｓ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
と
長
崎
河
川
国
道
事

務
所
、
デ
ミ
ー
博
士
（
長

崎
大
学
職
員
・
出
水
享

氏
）
、
地
元
高
校
が
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
進
め

る
も
の
。

　

日
に
は
、
諫
早
農
業

高
校
農
業
土
木
科
２
年
生

人
を
対
象
に
し
た
特
別

出
前
講
座
＆
橋
梁
工
事
現

場
見
学
会
『
「
優
し
さ
を

形
に
変
え
る
仕
事
」
ド
ボ

ク
の
プ
ロ
と
そ
の
魅
力
を

知
ろ
う
！
』
を
実
施
。
ま

ず
諫
早
農
高
で
、
デ
ミ
ー

博
士
が
、
土
木
の
面
白
さ

や
カ
ッ
コ
よ
さ
、
最
新
技

術
な
ど
に
つ
い
て
特
別
講

演
。
続
い
て
、
長
崎
河
川

国
道
事
務
所
で
実
際
に
公

共
事
業
の
発
注
や
管
理
を

担
当
す
る
職
員
が
、
公
共

事
業
の
重
要
性
や
、
そ
れ

に
携
わ
る
こ
と
の
魅
力
な

ど
を
解
説
す
る
。

　
そ
の
上
で
、
森
山
拡
幅

事
業
で
長
崎
河
川
国
道
事

務
所
が
発
注
、
横
河
Ｎ
Ｓ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
施

工
す
る
「
下
井
牟
田
赤
崎

高
架
橋
上
部
工
事
」
現
場

に
移
動
し
、
最
新
技
術
の

活
用
状
況
な
ど
を
見
学
す

る
と
と
も
に
、
一
部
の
作

業
を
体
験
す
る
計
画
だ
。

　
期
間
中
は
こ
の
ほ
か
、

２
月

日
に
諫
早
高
校
の

写
真
部
を
招
い
た
下
井
牟

田
赤
崎
高
架
橋
上
部
工
事

現
場
の
撮
影
会
を
実
施
。

２
月

日
〜

日
に
は
、

諫
早
駅
交
流
広
場
で
、

日
に
撮
影
し
た
写
真
を
含

む
、
諫
早
高
校
・
大
村
高

校
・
長
崎
東
高
校
写
真
部

に
よ
る
土
木
工
事
現
場
の

写
真
展
を
開
く
。
さ
ら
に

日
に
は
、
写
真
展
開
催

中
の
諫
早
駅
交
流
広
場

で
、
関
係
者
に
よ
る
ト
ー

ク
ラ
イ
ブ
も
行
う
。

　
ま
た
、
期
間
中
（
１
月

日
〜
２
月

日
）
に
ド

ボ
ク
の
魅
力
を
発
信
す
る

ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
を
島
原

鉄
道
で
運
行
（
３
編
成
）。

同
車
両
に
は
、
土
木
構
造

物
の
写
真
な
ど
の
中
吊
り

広
告
も
下
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
活
動
概
要

は
、
既
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
（
＠M

O
R
IY
A
M
A

K
A
K
U
F
U
K
U
_Y
O

K
O
G
A
W
A
N
S

）
で

発
信
中
。
今
後
も
随
時
更

新
し
て
い
く
。

　
国
土
交
通
省
は
、
直
轄

業
務
の
発
注
方
式
を
業
務

内
容
と
事
業
別
に
整
理
し

た
「
発
注
方
式
選
定
表
」

を
見
直
す
。
２
０
１
４
年

度
に
策
定
し
て
以
降
は
変

更
し
て
お
ら
ず
、
実
態
と

の
か
い
離
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
各
地
方
整
備
局

で
の
発
注
実
績
に
見
合
っ

た
内
容
に
改
定
す
る
。

年
度
中
の
改
定
を
目
指

す
。
１
月

日
に
開
い
た

「
発
注
者
責
任
を
果
た
す

た
め
の
今
後
の
建
設
生
産

・
管
理
シ
ス
テ
ム
の
あ
り

方
に
関
す
る
懇
談
会
」
の

業
務
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

会
で
改
定
案
を
示
し
た
。

　
選
定
表
で
は
、
道
路
事

業
や
河
川
事
業
な
ど
の
直

轄
業
務
に
つ
い
て
、
内
容

や
特
性
を
踏
ま
え
、
業
務

の
種
類
ご
と
に
適
用
す
べ

き
発
注
方
式
を
ま
と
め
て

い
る
。
発
注
方
式
は
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
、
総
合
評

価
方
式
、
価
格
競
争
方
式

の
３
タ
イ
プ
に
分
類
。
例

え
ば
、
道
路
事
業
の
水
文

調
査
は
、
専
門
的
な
技
術

が
要
求
さ
れ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を

適
用
す
べ
き
と
し
て
い

る
。

　
た
だ
、

〜

年
度
の

地
方
整
備
局
で
の
水
文
調

査
の
発
注
実
績
を
見
る

と
、
対
象

件
の
う
ち
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
発
注
し

た
件
数
は
４
割
程
度
の
７

件
に
と
ど
ま
る
。
残
る

件
は
総
合
評
価
か
価
格
競

争
で
発
注
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま

え
、
改
定
案
で
は
、
道
路

事
業
の
水
文
調
査
に
つ
い

て
、
一
般
的
な
分
析
を
含

む
場
合
は
総
合
評
価
、
資

料
作
成
が
中
心
な
ら
価
格

競
争
を
適
用
す
る
よ
う
選

定
表
を
改
め
る
。

　
こ
の
他
、
道
路
の
詳
細

設
計
や
河
川
の
施
設
点
検

調
査
な
ど
も
同
様
の
考
え

方
で
見
直
す
。

　
現
行
の
選
定
表
に
な
い

「
３
次
元
点
群
測
量
（
Ｕ

Ａ
Ｖ
写
真
測
量
、
地
上
レ

ー
ザ
ー
測
量
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
レ

ー
ザ
ー
測
量
）
」
に
つ
い

て
は
、
測
量
の
業
務
区
分

に
新
た
に
追
加
す
る
。
標

準
の
発
注
方
式
は
総
合
評

価
と
な
る
。

　
選
定
表
は
、
「
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等
に

お
け
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
及
び
総
合
評
価
落
札
方

式
の
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
記
載
し
て
い
る
。

選
定
表
の
改
定
に
併
せ

て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
適

用
を
検
討
す
る
際
の
留
意

事
項
を
新
た
に
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
も
追
記
す
る
。
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－

　
日
本
建
設
業
連
合
会

（
日
建
連
）
の
環
境
公
害

対
策
部
会
は
、
建
設
工
事

の
公
害
防
止
と
建
設
副
産

物
の
削
減
・
再
利
用
な
ど

に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
に
使

用
す
る
標
語
の
募
集
を
開

始
し
た
。
応
募
資
格
は
会

員
企
業
と
協
力
会
社
の
社

員
、
工
事
関
係
者
。
締
め

切
り
は
２
月

日
。

　
標
語
は
、
現
場
に
掲
示

す
る
ポ
ス
タ
ー
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
使
う
。
テ
ー

マ
は
▽
現
場
で
発
生
す
る

騒
音
・
振
動
な
ど
の
公
害

防
止
▽
建
設
副
産
物
の
削

減
・
再
利
用
・
適
正
処
理

▽
環
境
保
全
―
。

　
最
優
秀
１
作
品
に
１
万

円
、
佳
作
数
作
品
に
３
０

０
０
円
（
商
品
券
）
を
贈

る
。

　
応
募
は
１
人
３
作
品
以

内
で
、
電
子
メ
ー
ル
で
送

付
す
る
か
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
専
用
の
応
募
フ
ォ
ー

ム
を
使
っ
て
送
信
す
る
。

入
選
は
、
６
月
末
に
入
選

作
品
の
応
募
者
に
通
知

し
、
日
建
連
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
作
品
を
掲
載
す

る
。

　
応
募
要
領
と
応
募
用
紙

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
。

▲島鉄ラッピング列車のデザイン
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